
1 

 

古代タニハ「丹の海」とその排水プラグを 

地形発達史から復元 
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図表 

図 

図 1 『延喜式神名帳』桑田郡十九座（参考） 

図中の濃いグレー部が桑田郡十九座で，上段は校訂文，下段は現代語訳。 
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図 2 上田正昭の桑田郡式内社一覧と分布（参考） 

上田（1961）の図表そのままの画像に位置番号①〜⑭と縮尺を追加して，上田の図表

タイトル名称を入れ替えた。 
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図 3 木下（1964）丹波国府千代川説（参考） 

左図中の正方形枠が，右図の「千代川」の正方形枠に対応している。 
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図 4 亀岡盆地およびその周辺の段彩図と地名や構造線名 

表 3 の小幡神社以下七社と丹波国府は海抜 112〜100m の濃墨段彩ゾーンにある。 
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図 5 保津峡谷（請田神社）口より上流の桂川流域と桑田郡十九社及び丹波国

府 

保津峡谷（請田神社）口は文字 Uketa と Kuwata の間に位置している。保津峡谷口よ

り上流の桂川流域を 10m メッシュ DEM の上に載せ，さらに全水系を配置している。 
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図 6 延喜式内社などをプロットした Google Earth Pro 画面上に地形分類図

「京都西北部」部分をオーバーレイ 

盆地底を構成するのは山麓から大堰川へ，扇状地・崖錐，低位段丘，氾濫原が並ぶ。 
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図 7 弥生時代と古墳時代の遺跡と式内社の分布（G.E.Pro 上で） 

およそ，山腹や丘陵には古墳，扇状地や低位段丘上には弥生時代（含縄文期遺物または

その破片）と古墳時代の住居跡などが立地し，これらに一致して式内社・國府（目印）が

立地する。図中 97 などの数字は遺跡最下端の海抜高度を示す。右上インセットではメー

ンフレームと同じ遺跡を平面表示して，弥生時代（含縄文期遺物またはその破片）の遺跡

には遺跡番号を付す。 
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図 8 弥生時代と古墳時代の遺跡分布と地形分類図を重ねて（G.E.Pro 上で） 

G.E.Pro 3D 写真画像上に地形分類図（京都府・国土庁編，1981）をオーバーレイして，

図 7 の遺跡分布などを重ねている。 
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図 9 丹の海の再現と遺跡や神社などの分布（G.E.Pro 上で） 

地理院地図で作成した段彩図上に丹の海（墨色：海抜 97・98〜80 m）を表現している。

図 7・8 の遺跡分布と式内社などを併せて重ねている。この図 9 では強調したい注記のサ

イズを大きくしている。松尾神社周辺の古墳期住居跡（K172, 203）と古墳群（K4）には

引き出し線を使った。湖面下には，縄文期遺物を産出する K41, 206 遺跡が見える。 
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表 1 井上満郎の桑田郡式内社一覧表（参考） 
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表 2 桑田郡延喜式内十九社の祭神・神系列・成立時期・所在（木庭） 
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表 3 桑田郡延喜式内十九社と丹波國府の 3D 位置情報 
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1  Geographical Reconstruction of the Ancient "Ni-no-Umi" Lake and Its 

Engineered Drainage Plug at the Valley Mouth in Tamba Part 1: Reconstruction 

of the Lake 
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